
物づくり、自然、交流

世界共通の合言葉は
伝承された先人の心

全国の大工やかじ職人らで結成した小さな削ろう会は、８月

８日から１５日の８日間、一ノ瀬高橋地区で、手道具だけで木

造小屋をつくる「小さな削ろう会ｉｎ一ノ瀬」を行いました。

同イベントでは、ヨーロッパチームと日本チームの約６０名が、

互いの技術や技法を使い、日本は畳を敷いた土間のある小屋、

ヨーロッパはバーベキューハウスを組み上げました。「物づくり

の大切さ、先人から引き継いできた技術と心を後世に伝えるの

は世界共通だと思います」と語る同会の雨宮国広代表。参加者

はイベントを通して、物づくりの原点を見つめ直し、人々の交

流、自然と向き合って作業をしていました。

広
報
広
報
広
報
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甲
州
市
は
、
１
３
０
０
余
年
の
伝
統
を
誇

る
甲
州
種
ぶ
ど
う
の
発
祥
地
で
あ
り
、
日
本

を
代
表
す
る
ワ
イ
ン
の
銘
醸
地
で
す
。
明
治

10
年
、
甲
州
市
勝
沼
町
に
日
本
で
初
め
て

「
大
日
本
山
梨
葡
萄
酒
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、

２
人
の
青
年
が
ぶ
ど
う
栽
培
と
ワ
イ
ン
醸
造

を
学
ぶ
た
め
、
フ
ラ
ン
ス
へ
と
旅
立
ち
ま
し

た
。
以
来
、
今
日
に
至
る
１
３
０
余
年
の
ワ

イ
ン
の
歴
史
は
、
先
人
達
が
築
い
た
日
本
の

ワ
イ
ン
文
化
で
も
あ
り
ま
す
。

ワ
イ
ン
は
農
産
物
で
す
。
ワ
イ
ン
原
料
と

な
る
ぶ
ど
う
栽
培
す
る
産
地
が
あ
る
か
ら
ワ

イ
ン
産
地
と
し
て
成
り
立
ち
、
農
業
振
興
と

両
輪
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
せ
ん
。

こ
の
度
、
甲
州
市
で
は
先
人
達
の
営
み
と

想
い
を
受
け
継
い
だ
、
甲
州
市
原
産
地
呼
称

ワ
イ
ン
認
証
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

グ
ラ
ス
の
向
こ
う
に
映
る

伝
統
産
地
の
情
熱
と
誇
り

甲
州
市

原
産
地
呼
称

ワ
イ
ン
認
証
制
度

特集1 原産地呼称制度がスタート

GROWN IN
KOSHU‐CITY

2平成22年9月



原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認

証
制
度
が
な
ぜ
必
要
か

フ
ラ
ン
ス
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
ワ
イ
ン
産
出

国
等
で
、
国
の
レ
ベ
ル
で
、
ぶ
ど

う
生
産
地
の
保
証
と
保
護
、
お
よ

び
品
質
保
証
を
主
な
目
的
に
確
立

さ
れ
て
い
る
ワ
イ
ン
の
法
律
の
事

を
意
味
し
ま
す
。
（
通
称
‥
ワ
イ

ン
法
と
称
さ
れ
て
い
ま
す
。）

ワ
イ
ン
法
と
は
、
ぶ
ど
う
の
栽

培
、
お
よ
び
ワ
イ
ン
を
醸
造
す
る

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
法
律
で
あ

り
、
日
本
で
定
め
ら
れ
て
い
る
酒

税
法
と
は
、
大
き
く
意
味
が
異
な

り
ま
す
。

こ
の
ワ
イ
ン
法
は
、
産
地
表
示

な
ど
を
偽
る
不
正
不
当
な
ワ
イ
ン

を
排
除
し
、
正
当
な
ワ
イ
ン
（
生

産
地
お
よ
び
生
産
者
）
を
保
護
す

る
考
え
か
ら
産
ま
れ
た
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。

日
本
に
は
、
ワ
イ
ン
法
の
よ
う

な
法
律
は
確
立
さ
れ
て
お
ら
ず
、

表
示
の
自
主
基
準
の
み
制
定
さ
れ

て
い
る
状
況
で
あ
り
、
国
内
外
に

お
い
て
曖
昧
さ
を
指
摘
す
る
声
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
ワ
イ
ン
法
を
制
定
す
る

こ
と
に
な
る
と
、
数
々
の
問
題
を

ク
リ
ア
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん

が
、
ワ
イ
ン
が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
商

品
で
あ
る
以
上
、
日
本
全
体
を
網

羅
す
る
「
ワ
イ
ン
法
」
の
制
定
が

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
初
の
原
産
地
呼
称

制
度
は
勝
沼
か
ら
発
信

現
在
、
国
内
に
お
い
て
は
、
前

述
を
理
由
に
地
方
自
治
体
単
位
で

独
自
の
原
産
地
呼
称
制
度
を
創
出

す
る
動
き
が
起
き
て
い
ま
す
。

隣
の
長
野
県
で
は
、
平
成
14
年

に
「
長
野
県
原
産
地
呼
称
管
理
制

度
」
を
創
設
し
、
農
産
物
や
ワ
ン

を
は
じ
め
と
す
る
農
産
加
工
品
の

生
産
情
報
を
消
費
者
へ
開
示
し
、

消
費
者
の
信
頼
を
得
な
が
ら
地
域

振
興
を
進
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
本
で
最
初
に
原
産

地
呼
称
制
度
を
創
出
し
た
の
は
、

旧
勝
沼
町
で
し
た
。

日
本
に
お
け
る
ぶ
ど
う
と
ワ
イ

ン
の
発
祥
地
と
し
て
の
使
命
か

ら
、
昭
和
54
年
に
「
勝
沼
町
ワ
イ

ン
原
産
地
認
証
制
度
」
を
条
例
化
。

平
成
15
年
に
は
、
２
年
も
の
期
間

を
掛
け
、
当
制
度
の
大
幅
な
見
直

し
を
行
い
「
勝
沼
町
原
産
地
呼
称

ワ
イ
ン
認
証
制
度
」
を
創
設
し
ま

し
た
。

そ
し
て
、
平
成
17
年
11
月
の
甲

州
市
誕
生
を
機
に
、
制
度
を
市
内

全
域
に
拡
げ
、
新
た
に
甲
州
市
の

制
度
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
く
た

め
、
平
成
19
年
に
協
議
調
整
を
行

い
、
平
成
20
年
に
は
条
例
化
を
し

て
「
甲
州
市
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン

認
証
制
度
」
が
こ
こ
に
誕
生
し
ま

し
た
。

ぶ
ど
う
の
産
地
を
明
確
化

原産地呼称ワイン認証シール
この認証シールのデザインは、長野冬季オリンピ

ックの開会式プログラムなど広告やアートディレク
ションを数多く手掛けている、原研哉さんが「ぶど

うとワインの原産地」をイメージして作成。左が甲
州市産エリアのシール（シルバーカラー）、右が山
梨県産エリアのシール（ゴールドカラー）。

3 広報こうしゅう



ワ
イ
ン
認
証
シ
ー
ル
は

甲
州
市
産
と
山
梨
県
産

こ
の
制
度
は
、
甲
州
市
内
で
醸

造
す
る
ワ
イ
ン
に
使
わ
れ
る
原
料

ぶ
ど
う
の
収
穫
地
を
明
ら
か
に

し
、
原
産
地
呼
称
ワ
イ
ン
認
証
審

査
会
が
こ
れ
を
認
証
し
、
ワ
イ
ン

に
認
証
シ
ー
ル
を
貼
付
し
て
原
産

地
を
保
証
す
る
シ
ス
テ
ム
で
す
。

分
類
は
、
①
甲
州
市
産
原
料
自

社
醸
造
ワ
イ
ン
（
市
内
産
原
料
ぶ

ど
う
・
市
内
自
社
醸
造
ワ
イ
ン
）、

②
山
梨
県
産
原
料
甲
州
市
自
社
醸

造
ワ
イ
ン
（
市
外
県
内
産
原
料
ぶ

ど
う
・
市
内
自
社
醸
造
ワ
イ
ン
）

の
２
区
分
と
な
り
ま
す
。

対
象
と
な
る
ぶ
ど
う
品
種
は
、

甲
州
種
、
欧
州
系
醸
造
専
用
品
種

（
メ
ル
ロ
種
等
）、
国
内
改
良
品
種

（
マ
ス
カ
ッ
ト
・
ベ
ー
リ
ー
Ａ

種
）
。
ぶ
ど
う
の
品
質
に
は
、
果

汁
糖
度
の
基
準
を
設
け
、
そ
れ
ぞ

れ
甲
州
種
16
度
、
欧
州
系
醸
造
専

用
品
種
18
度
、
国
内
改
良
品
種
17

度
以
上
と
設
定
し
ま
し
た
。

な
お
、
甲
州
種
は
、
他
品
種
と

の
ブ
レ
ン
ド
を
認
め
ず
、
そ
の
他

の
品
種
に
つ
い
て
は
、
ブ
レ
ン
ド

を
認
め
て
い
ま
す
。

ワ
イ
ナ
リ
ー
は
、
申
請
時
に
原

料
ぶ
ど
う
の
収
穫
地
を
記
し
た
書

類
等
（
Ｊ
Ａ
フ
ル
ー
ツ
山
梨
を
経

由
し
出
荷
さ
れ
る
原
料
ぶ
ど
う
に

つ
い
て
は
、
同
組
合
が
発
行
す
る

生
産
地
証
明
書
を
添
え
る
）
を
提

出
後
、
審
査
会
が
畑
を
巡
回
審
査
。

そ
の
後
書
類
審
査
（
ラ
ベ
ル
表
示

含
む
）
、
官
能
（
味
覚
）
審
査
を

経
て
認
証
書
及
び
認
証
シ
ー
ル
を

交
付
し
、
認
証
を
得
る
流
れ
と
な

っ
て
い
ま
す
。

消
費
者
保
護
に
向
け
安

心
・
信
頼
・
産
地
を
表
示

数
年
前
、
食
品
の
偽
装
表
示
の

問
題
が
起
き
て
か
ら
、
私
た
ち
は
、

生
産
地
、
原
材
料
等
に
つ
い
て
の

「
表
示
」
を
よ
り
意
識
す
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

「
表
示
」
と
一
言
に
言
っ
て
し

ま
え
ば
簡
単
で
す
が
、
非
常
に
大

き
な
意
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

表
示
に
つ
い
て
は
、
生
産
製
造

interview

伝統産業の大切さ
農業に関わる人々の心

荻原さんは、生食用とワイン醸造用のぶどう
を栽培しています。「この制度には農業振興や観
光振興など大きな意味がある」と話す荻原さん。

「ワイン文化の根本にはぶどう文化がある。この
制度を通じて、ワイナリーや消費者が一次産業
である農業、また、ぶどう栽培に関わる人たち
のプライドを見てほしい」と先代から引き継い
だぶどう栽培という伝統産業の大切さを熱く語
りました。

今
回
の
甲
州
市
の
認
証
シ

ス
テ
ム
は
、
安
心
な
ワ
イ
ン

を
提
供
と
い
う
、
消
費
者
に

む
け
た
大
き
な
目
的
が
あ
り

ま
す
が
、
ぶ
ど
う
栽
培
者
に

は
、
ど
の
よ
う
な
利
点
が
あ

る
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
制
度
を
通
じ
て
、
醸

造
家
と
栽
培
農
家
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
表
現

が
増
え
る
こ
と
で
、
醸
造
用

ぶ
ど
う
の
栽
培
に
つ
い
て
の

更
な
る
高
品
質
化
に
つ
な
が

り
ま
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
よ
り
産

地
の
特
性
を
反
映
し
た
ワ
イ

ン
が
数
多
く
誕
生
す
る
で
し

ょ
う
。

ま
た
、
誕
生
し
た
ワ
イ
ン

の
評
価
が
上
が
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
原
料
で
あ
る
「
ぶ
ど

う
の
評
価
と
価
値
観
」
が
高

ま
る
な
ど
、
農
業
振
興
策
と

し
て
、
農
家
の
栽
培
意
欲
が

高
ま
る
こ
と
も
期
待
さ
れ
ま

す
。さ

ら
に
、
原
産
地
を
表
示

し
た
ワ
イ
ン
を
提
供
す
る
こ

と
で
、
観
光
振
興
と
し
て
の

誘
客
や
市
民
が
地
域
の
歴
史

や
文
化
を
再
確
認
で
き
る
な

ど
、
生
涯
学
習
と
し
て
の
役

割
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

栽培者から見た制度

産
業
、
経
済
、
観
光
、
生
涯
学
習

全
て
の
施
策
に
反
映
す
る

ワ
イ
ン
認
証
制
度
の
効
果原産地を巡る観光客の増加

にもつながる。

荻原康弘さん

農業生産法人
(株)ＫＩＳＶＩＮ

4平成22年9月



者
等
の
自
主
性
、
自
己
申
告
的
な

側
面
が
強
く
、
農
林
水
産
省
な
ど

の
公
的
機
関
が
実
施
す
る
検
査
も

全
体
像
を
み
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
最
終
的
に
は
第
三
者
的
機

関
が
全
体
像
を
把
握
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
て
き
ま
す
。

現
行
で
は
、
生
産
製
造
者
側
の

倫
理
観
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な

り
、
明
確
正
当
な
表
示
と
い
う
の

は
、
生
産
、
製
造
す
る
者
に
と
っ

て
の
義
務
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

ワ
イ
ン
に
つ
い
て
も
当
然
同
じ

こ
と
が
言
え
、
そ
の
ワ
イ
ン
に
使

わ
れ
た
原
料
ぶ
ど
う
の
収
穫
地
の

明
確
性
が
必
要
視
さ
れ
て
い
ま

す
。

こ
れ
は
、
消
費
者
が
単
に
「
高

い
」
「
安
い
」
と
い
っ
た
費
用
対

効
果
か
ら
、
そ
の
先
に
あ
る
「
安

心
感
」「
信
頼
」「
産
地
性
」
を
併

せ
求
め
て
い
る
か
ら
で
す
。

そ
の
地
域
を
冠
し
た
商
品
が
、

そ
の
地
域
の
生
産
量
以
上
に
商
品

に
表
示
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
事

実
が
明
白
に
な
る
と
、
そ
の
商
品
、

そ
の
会
社
は
相
当
な
ダ
メ
ー
ジ
を

受
け
、
同
業
者
に
も
そ
の
余
波
が

打
ち
寄
せ
て
し
ま
う
で
し
ょ
う
。

で
す
か
ら
、
当
市
の
原
産
地
呼
称

ワ
イ
ン
認
証
制
度
は
、
こ
の
部
分

か
ら
も
重
要
で
あ
り
、
そ
の
ワ
イ

ン
に
使
わ
れ
た
原
料
ぶ
ど
う
の
素

性
（
履
歴
）
を
明
確
に
す
る
こ
と

は
必
要
不
可
欠
な
こ
と
な
の
で

す
。こ

の
制
度
に
よ
っ
て
認
証
を
受

け
た
ワ
イ
ン
が
、
消
費
者
か
ら
支

持
さ
れ
信
頼
さ
れ
る
こ
と
で
、
ぶ

ど
う
、
ワ
イ
ン
産
地
と
し
て
、
甲

州
市
の
知
名
度
が
更
に
高
ま
っ
て

い
く
と
思
い
ま
す
。

様
々
な
人
の
思
い
を
胸
に
、
今

秋
に
収
穫
さ
れ
る
原
料
ぶ
ど
う
を

も
っ
て
当
制
度
は
本
格
ス
タ
ー
ト

と
な
り
、
市
内
ワ
イ
ナ
リ
ー
が
、

こ
の
制
度
へ
今
後
も
積
極
的
に
参

加
を
す
る
こ
と
を
期
待
し
つ
つ
、

今
後
も
地
域
風
土
に
根
ざ
し
た
産

地
づ
く
り
を
進
め
、
地
域
振
興
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。

interview

地域性を活かす
ワインづくりを目指して

狩野さんは、丸藤葡萄工業株式会社の取締役
工場長。当社は古くから地元栽培の原料ぶどう
を中心にワイン作りを行っていることから、農
家に足を運ぶなど、栽培者とのコミュニケーシ
ョンを強く意識しています。「この制度により、
ワイナリーは今まで以上に栽培者との関係を密
にしていかなければなりません。この制度の果
たす意義は大きいものと考えています。責任感
が増しますね」と話しました。

ふたつの伝説
甲州ぶどう発祥のルーツ 

原産地は小アジアのコーカサス地方。シルク ロー
ドを渡り中国へ､仏教とともに日本へと伝わりまし
た。ぶどう発祥には2つの伝説があります。ひとつ
は、僧行基が行脚の途中勝沼で、右手にぶどう、左
手に宝印をもった薬師如来が霊夢となって現れ、そ
れを村人に伝えたというもの。ふたつ目は、雨宮勘
解由が「城の平」で偶然山葡萄の変種を発見。育て
ると素晴らしい房をつけたというお話です。 

ワインの聖地・甲州市
日本ワインの発祥の地

明治１０年、高野正誠・土屋助次郎（龍憲）の２
人がフランスヘ 渡り､ぶどうの栽培とワインの醸造
法を学んで帰国｡それから１３０年たった今、世界
のワインコンクールで上位入賞を何度も果たし､ア
ジアを代表する「ＫＯＳ
ＨＵ（甲州）」ブランド
が完成しました。実は､
この「甲州ぶどう」につ
いて世界中のぶどうを調
査したところ、日本の山
梨県だけに分布するオリ
ジナル品種であることが
わかりました。現在は、
県内の５０％以上のワイ
ンが甲州市で醸造されて
います。  

醸造家から見た制度

狩野高嘉さん

丸藤葡萄酒工業
株式会社

POINT

ぶどうとワイン
原産地の由来！

特集1 原産地呼称制度がスタート

5 広報こうしゅう



自
然
と
共
生
・
川
が
も

た
ら
す
地
域
と
の
交
流

私
た
ち
の
生
活
は
、
森
林
や
河

川
な
ど
身
近
に
あ
る
自
然
と
密
接

な
関
わ
り
を
持
っ
て
い
ま
す
。

森
林
か
ら
の
心
地
良
い
空
気

と
、
河
川
の
清
涼
な
水
は
、
す
べ

て
の
生
物
に
と
っ
て
大
切
な
資
源

で
す
。

自
然
と
い
う
貴
重
な
資
源
は
、

環
境
、
産
業
、
観
光
、
生
涯
学
習

な
ど
、
様
々
な
分
野
に
関
わ
り
を

持
つ
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
は
「
自

然
と
共
生
す
る
」
と
い
う
意
味
を

考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

甲
州
市
は
、
秩
父
多
摩
国
立
公

園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
菩
薩
山

系
や
森
林
地
域
を
流
れ
る
清
ら
か

な
渓
谷
、
河
川
な
ど
、
豊
か
な
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
自
然
に
恵
ま
れ
た
生
活
環

境
に
は
、
私
た
ち
の
気
づ
か
な
い

大
切
な
こ
と
が
、
数
多
く
含
ま
れ

て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
身
近
に
あ
る
重
川
や

田
草
川
、
日
川
な
ど
の
河
川
も
大

切
な
自
然
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
私

た
ち
の
宝
物
で
す
。

す
べ
て
の
川
は
、
古
く
か
ら
地

域
住
民
の
憩
い
の
場
や
遊
び
場
と

し
て
親
し
ま
れ
て
お
り
、
多
面
性

を
も
つ
空
間
は
、
上
流
圏
か
ら
下

流
圏
に
広
が
る
「
川
が
も
た
ら
す

交
流
の
場
」
と
も
い
え
る
で
し
ょ

う
。川

の
景
色
は
、
昔
と
変
わ
り
な

く
見
え
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
そ

の
川
を
見
な
が
ら
生
活
し
て
き
た

先
人
た
ち
の
「
自
然
を
想
う
心
」

に
、
５
０
年
、
１
０
０
年
と
時
代

を
超
え
た
深
い
つ
な
が
り
が
あ
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

し
か
し
、
社
会
や
経
済
な
ど
生

活
の
変
化
に
よ
り
、
ご
み
の
不
法

投
棄
や
家
庭
か
ら
の
生
活
雑
排
水

が
増
え
、
水
質
汚
染
が
進
ん
で
い

ま
す
。
良
好
な
河
川
へ
の
負
荷
も

大
き
く
な
り
、
私
た
ち
の
日
常
生

活
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
す
原
因

と
な
っ
て
い
ま
す
。

地
域
み
ん
な
で
環
境
保
全

川
は
大
切
な
宝
物

一ノ瀬高橋地区の笠取山の山頂

南側に「水干（みずひ）」と呼

ばれる東京都と神奈川県を流れ

る多摩川の水源があり、ここに

は「東京湾まで１３８km」と

書かれた看板があります。笠取

山の山頂付近から湧き出した水

は、奥多摩湖に流れ込み、多摩

川となって東京都民を潤す貴重

な存在となっています。

プチ情報
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川
づ
く
り
は
新
た
な
地

域
づ
く
り
に
ひ
ろ
が
る

甲
州
市
の
川
の
汚
れ
の
主
な
原

因
は，

ゴ
ミ
や
生
活
排
水
、
事
業

所
か
ら
流
れ
出
る
排
水
が
上
げ
ら

れ
ま
す
。
今
回
の
川
歩
き
で
も
、

レ
ジ
袋
な
ど
の
ビ
ニ
ー
ル
類
や
空

き
缶
な
ど
が
目
立
ち
ま
し
た
。
ま

た
、
台
所
、
風
呂
、
洗
濯
な
ど
家

か
ら
で
る
生
活
排
水
に
よ
っ
て
泡

立
っ
て
い
る
場
所
も
見
受
け
ら
れ

ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
私
た
ち
の
日

常
生
活
は
「
川
と
い
う
自
然
」
か

ら
離
れ
て
し
ま
う
と
同
時
に
、
全

国
か
ら
訪
れ
る
皆
さ
ん
か
ら
、
甲

州
市
の
財
産
で
あ
る
自
然
景
観
へ

の
評
価
が
下
が
る
こ
と
に
も
な
り

ま
す
。

川
と
は
本
来
、
魚
や
植
物
な
ど

の
良
好
な
生
育
環
境
で
あ
り
、
ま

た
、
美
し
い
自
然
景
観
の
中
か
ら
、

人
々
の
暮
ら
し
、
交
流
、
地
域
の

歴
史
や
文
化
が
生
ま
れ
る
な
ど
、

私
た
ち
に
と
っ
て
は
大
切
な
関
係

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
で
は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い

か
。
そ
れ
は
「
川
に
興
味
を
も
つ

こ
と
」
で
す
。

身
近
に
あ
る
川
に
住
む
生
物
の

生
息
や
生
育
、
繁
殖
環
境
を
調
べ

保
全
、
再
生
。
ま
た
、
川
で
生
ま

れ
た
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
学
ぶ

な
ど
、
家
族
や
地
域
の
皆
さ
ん
が

話
し
合
う
こ
と
で
、
新
し
い
川
の

魅
力
を
発
見
で
き
ま
す
。

そ
こ
か
ら
、
生
活
排
水
を
ち
ょ
っ

と
し
た
工
夫
で
き
れ
い
に
す
る
方

法
や
、
河
川
清
掃
へ
の
参
加
に
よ

り
不
法
投
棄
を
防
止
す
る
な
ど
の

実
践
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
し

て
、
川
全
体
の
自
然
環
境
を
理
解

し
、
良
好
な
環
境
は
残
し
、
再
生

す
べ
き
と
こ
ろ
は
地
域
み
ん
な
で

整
備
す
る
「
川
づ
く
り
」
に
結
び

つ
き
ま
す
。

川
を
は
じ
め
と
す
る
甲
州
市
の

自
然
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
大
切

な
宝
物
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
将
来
、

社
会
の
変
化
に
よ
り
、
日
常
生
活

も
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
川
に
関

心
を
も
つ
、
す
べ
て
の
人
々
が
協

力
し
て
水
質
保
全
に
取
り
組
む
こ

と
が
、
生
活
の
質
を
高
め
る
環
境

づ
く
り
へ
と
広
が
り
ま
す
。

特集２ 地域みんなで川づくり
「川は大切な宝物」

川
歩
き
で
ご
み
を
拾
い
ま
し
た
。

環
境
保
全
は
皆
さ
ん
で
取
り
組
む

こ
と
が
大
切
で
す
。

「地域の川がきれいであってほしい」と、８年前
から地域住民ら田草川探険隊を結成し、定期的に
田草川に生息している魚や植物の調査などを行っ
ています。

探険隊は７月２９日、夏休み企画として市内の
小学生を対象に、サマーチャレンジ２０１０・環
境保全活動「川ある～き」と題し、田草川と重川
で開催しました。

当日は、山梨大学大学院の北村眞一教授、自然
写真家の長田義己さん、山梨県や峡東漁業組合ら
各分野の専門家の協力のもと、約３０名の小学生
が実際に川の中に入りました。魚や植物の生息を
観察するなど現在の川の状況を調べ、小学生同士
で調査結果をもとに話し合い、これからどうすれ
ば、もっと川で遊べるかを勉強しました。

参加者の村田賢哉さんは「川によって、魚の種
類がちがう。川がきれいになれば魚も気持ちよく
過ごせる」と話しました。猿田涼佳さんは「水が
冷たくて気持ちよかったけど、ごみが多かった」
と話すように、川遊びの楽しさを感じるとともに、
毎日のように見る川の実態を学習しました。

探険隊の隊長である佐藤浩美さんは「私たちが
子どもの頃は川が遊び場でした。泳ぐ、潜るなど、
川から学び、川から友達の交流が増え、本当に川
での思い出がありました」と話しています。　

環境保全、再生など、子ども達に川の楽しさと
大切さを教えて、昔はたくさんいた『川ガキ』を
復活することで、家族や地域との交流が深まるこ
とを願っています。

川ガキ復活！
サマーチャレンジ２０１０
環境保全活動　川ある～き

川遊びを楽しむ
子ども達

7 広報こうしゅう



ダイナミックに遊べ
アドベンチャークラブ

甲州市教育委員会では、生まれ育った豊かな自然
環境を大切するとともに、歴史や文化を学ぶことを
目的に、８月３日、４日の両日で平成２２年度甲州
市少年少女ふるさと探険隊を行いました。

甲州市教育委員会では、７月１７日から３日間、
大滝キャンプ場で勝沼町内の小学校６年生（７７名）
が参加して、甲州市勝沼少年ジャンボリーが行われ
ました。山梨大学の幼児野外教育研究会やＪｒリー
ダーの皆さんによる指導のもと、テントの設営や食
事づくり等に挑戦しました。大自然の環境での、新
しい仲間と体験した貴重な思い出は、夏の大きな宝
物になりました。

地域のお宝発見
少年少女ふるさと探険隊

仲間との最高の思い出
勝沼少年ジャンボリー

市内の小学生５９名は地域のお宝発見に出発！（上）
「美味しい晩飯を」とみんなで料理に奮闘中！（左）

アドベンチャークラブでは、野外体験活動から心
身の成長を学ぶことを目的に、７月２４日には市内
の小学校の低学年３３名、２８日から３日間で小学
校の高学年２７名が夏季体験キャンプを行いまし
た。

高学年の部は長野県白馬村で行われました。（上）
低学年の部は北杜市で行われました。（左）

8平成22年9月



この夏、山梨県代表として多くの中学生が幾多
の種目で関東大会に出場。このページでは出場し
た生徒の青春記録を紹介します。

関東大会
●水泳
・２００Ｍ自由形　　深澤美南海（塩北中）
・４００Ｍ自由形　　深澤美南海（塩北中）
・１００Ｍ平泳ぎ　　廣瀬　智之（塩北中）
・２００Ｍ平泳ぎ　　廣瀬　智之（塩北中）
・１００Ｍバタフライ曽根　瑞樹（松里中）
・２００Ｍバタフライ曽根　瑞樹（松里中）

●野球　　　　　　　松里中

●ソフトボール女子　塩山中

●ハンドボール男子　塩山中

●ハンドボール女子　塩山中

●バドミントン
・男子シングルス　　中山　寛人（勝沼中）
・団体男子　　　　　勝沼中
・団体女子　　　　　勝沼中

●陸上
・走り幅跳び　　　　雨宮　利奈（塩山中）
・砲丸投げ　　　　　窪松　里紗（塩山中）

●柔道
・個人戦　　　　　　内田　竜介（塩山中）
・個人戦　　　　　　大山　裕生（塩山中）
・個人戦　　　　　　宇津木春香（塩山中）
・個人戦　　　　　　樋口あきほ（塩山中）
・個人戦　　　　　　戸島　花菜（塩北中）

全国大会

●柔道
・個人戦　　　　　　戸島　花菜（塩山中）

ＴＢＳこども音楽コンクール・八王子地区大会
●音楽　　　　　　　松里中

市内中学生の青春記録
せいしゅん

聖徳太子に願う
石材職人らでつくる聖徳太子奉参会は７月１

６日、菅田天神社で聖徳太子祭を行いました。

この祭りは、聖徳太子が法隆寺などの巨大建築

に尽力し、曲尺などの道具を考案したという云

われに、地元の職人が技術向上や商売繁盛を願

おうと、約８０年前から毎年「地獄の釜開き」

と言われている、職人の休日にあたる、盆の７

月１６日に行われています。「先人から引き継

がれてきた伝統ある祭り」と五味会長は塩山が

職人の町だったことを熱く語りました。

聖徳太子奉参会の皆さん

世界的文化財に感動

近くで見る虚空蔵菩薩画像に感動

栖雲寺と甲州市教育委員会は、7月２４日、

２５日の両日、栖雲寺の市指定文化財「虚空蔵

菩薩画像」が９月からニューヨーク・メトロポ

リタン美術館で開催の『フビライ･ハンの世界』

に出品される前に、大和ふるさと会館でお披露

目会と記念講演会を行いました。世界的に知ら

れることになった文化財を拝見しようと多くの

方が訪れました。講演会では東北大学教授の泉

武夫さんが「キリスト聖像の可能性」と題し、

価値の高い文化財であると講演しました。

9 広報こうしゅう



国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
の
方

（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
方
と
そ
の
被
扶
養

配
偶
者
の
方
は
除
か
れ
ま
す
）
が
、
20
歳

か
ら
60
歳
に
な
る
ま
で
の
40
年
間
、
月
額

１
５，

１
０
０
円
（
平
成
22
年
度
価
格
）

の
国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
と
、
65
歳

か
ら
７
９
２，

１
０
０
円
（
月
額
６
６，

０
０
８
円
／
22
年
度
価
格
）
の
老
齢
基
礎

年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ
の
年
金
額
を

も
う
少
し
引
き
上
げ
た
い
と
お
考
え
の
方

に
は
「
付
加
年
金
」
と
い
う
制
度
を
お
勧

め
し
ま
す
。

■
付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
の
額

付
加
年
金
を
受
け
る
た
め
に
は
、
国
民

年
金
保
険
料
と
と
も
に
、
月
額
４
０
０
円

の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

付
加
年
金
の
受
給
額
は
「
２
０
０
円
×

付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」
で
計
算
さ

れ
ま
す
。
例
え
ば
、
付
加
保
険
料
を
５
年

間
（
60
カ
月
）
納
め
た
と
き
の
総
付
加
保

険
料
額
の
２
４，

０
０
０
円
（
４
０
０

円
×
60
カ
月
）
に
対
し
、
65
歳
か
ら
老
齢

基
礎
年
金
と
い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
付

加
年
金
の
額
は
年
額
１
２，

０
０
０
円

（
２
０
０
円
×
60
カ
月
）
と
な
り
ま
す
。
た

だ
し
、
付
加
年
金
に
は
、
物
価
の
上
下
に

対
応
し
た
「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
度
」
な
ど

は
あ
り
ま
せ
ん
。

一
方
、
付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金
と

い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
た
め
、
繰
上
げ

支
給
、
ま
た
は
繰
下
げ
支
給
を
し
た
と
き

に
は
、
本
体
の
老
齢
基
礎
年
金
と
同
じ
割

合
で
減
額
ま
た
は
増
額
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

■
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方
は

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方
は
、
次

の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の
第
一
号

被
保
険
者
（
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
等
の
扶
養
に

な
ら
れ
て
い
る
方
は
除
き
ま
す
）
の
方
に

限
ら
れ
ま
す
。

②
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を
含
め
、

保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方
は
付
加
保

険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な
ど
、
国
民

年
金
の
任
意
加
入
者
の
方
も
付
加
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
国
民
年
金
基
金
の
加
入
員
に
な
っ
た
方

は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

な
お
、
付
加
保
険
料
は
、
納
付
書
等
の

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
口
座
振
替
や
割
安
に
な
る
前
納
制

度
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
そ
の
他

付
加
保
険
料
の
手
続
き
や
相
談
な
ど
は

健
康
増
進
課
国
保
・
年
金
担
当
、
ま
た
は

甲
府
年
金
事
務
所
で
行
っ
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い
る

方
は
、
い
つ
で
も
任
意
の
と
き
に
申
し
出

て
、
そ
の
納
付
を
や
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
そ
の
場
合
で
も
掛
け
捨
て
に
は
な

り
ま
せ
ん
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
国
保
・
年
金
担
当

☎
32
‐
５
１
７
３

甲
府
年
金
事
務
所

☎
０
５
５
‐
２
５
２
‐
１
４
４
１

固
定
資
産
税
は
、
基
準
日
と
な
る
毎
年

１
月
１
日
に
、
土
地
や
家
屋
、
償
却
資
産

を
所
有
す
る
方
に
納
税
し
て
い
た
だ
く
税

金
で
す
。

■
相
続
人
代
表
者
の
届
け
出
は
お
早
め
に

土
地
・
家
屋
等
、
固
定
資
産
の
所
有
者

が
亡
く
な
ら
れ
た
場
合
、
早
め
の
相
続
登

記
を
お
勧
め
を
し
ま
す
が
、
手
続
き
が
遅

れ
る
よ
う
な
場
合
に
は
、
相
続
人
の
中
か

ら
代
表
者
を
選
定
し
て
、
届
け
出
を
し
て

い
た
だ
き
ま
す
。

ま
た
、
そ
の
後
に
代
表
者
を
変
更
す
る

場
合
に
は
『
変
更
届
』
の
提
出
を
お
願
い

し
ま
す
。（
新
旧
代
表
者
の
押
印
が
必
要
と

な
り
ま
す
。）

■
口
座
振
替
の
手
続
き
も
お
忘
れ
な
く

亡
く
な
ら
れ
た
納
税
義
務
者
の
方
が
、

口
座
振
替
を
利
用
さ
れ
て
い
た
場
合
に
は
、

口
座
振
替
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

新
た
な
口
座
振
替
の
手
続
き
が
必
要
に
な

り
ま
す
。

■
共
有
名
義
の
代
表
者
の
変
更
は
・
・
・

土
地
、
家
屋
等
を
複
数
の
方
で
共
有
し

て
い
る
場
合
に
は
、
共
有
者
全
員
が
納
税

義
務
者
に
な
り
ま
す
。
納
税
通
知
書
は
共

有
者
の
中
か
ら
、
代
表
者
１
人
に
送
付
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
代
表
者
の
変
更

を
す
る
場
合
に
は
『
変
更
届
』
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。（
新
旧
代
表
者
の
押
印
が
必

要
と
な
り
ま
す
。）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
　
資
産
税
担
当

☎
32
‐
２
１
１
１

（
内
線
１
８
１
～
１
８
３
）

勝
沼
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
44
‐
１
１
１
１

大
和
地
域
総
合
局
　
地
域
振
興
課

☎
48
‐
２
１
１
１

老
齢
基
礎
年
金
の
額
を
増
や
し
た

い
方
は
「
付
加
年
金
」
を
！

確
認
し
て
く
だ
さ
い
！

相
続
人
代
表
者
の
固
定
資
産
の
各

種
届
出
な
ど

爆音機の使用にはご配慮を
「爆音機」などを使用している農家の皆さん
へお願いです。爆音による近隣住民への影
響を十分に考え、使用してください。

消毒散布時の飛散に注意を
農薬を散布するときは、周辺の栽培者、ま
た近隣住民、通行人等へ配慮を行い、地域
の環境づくりに心がけましょう。

◆産業振興課◆

10平成22年9月



飼い犬も
家族の一員ですよ
みんなで守ろう
飼い主のマナー

飼い主としての心がけ
・犬の放し飼いは、飼い主の知らない所で、他人
に迷惑をかけたり、農作物等にも危害を与える恐
れがありますので絶対しないで下さい。また、犬
を夜間、早朝に放すこともしないでください。
・犬の糞の始末は飼い主の義務です。散歩の際は、
ビニール袋を持参するなど飼い主が責任をもって
始末をしてください。
・飼い犬の首輪はゆるいとすり抜ける可能性があ
るため点検し、リードの調整もしてください。首
輪には鑑札、注射済票、名札、連絡先等があれば
もしもの時に役立ちます。

迷子犬について
最近、迷子犬の苦情が増えています。何日かす

ると帰って来る？そんな安易な事を考えず、すぐ
対策をとりましょう。
・自宅付近や近所や散歩コース等を名前を呼んで
探しましょう。
・もしかしたら保護されているかもしれませんの
で、環境政策課、各地域総合局、保健所に問い合
わせをしてください。

猫の飼い方について
猫は放し飼いが一般的ですが、飼い主の目の届

かないところで何をしているかわかりません。
・野良猫との区別をするために首輪などをつけま
しょう。
・事故防止、寄生虫・感染症予防のためにも、で
きるだけ室内で飼いましょう。
・飼い猫以外の猫にはエサを与えないようにして
ください。エサを目当てに集まるようになると、
糞尿の臭い、発情期の鳴き声、子猫が生まれるな
ど、ご近所迷惑の原因となります。
・不妊去勢手術をしてあげましょう。

マダニに注意！
マダニは、野山だけでなく、河川敷や公園、道

ばたなどの草むらにいて、春から秋に活動してい
ます。犬やねこだけでなく人の感染症も媒介しま
すので、定期的な投薬による予防や散歩後のブラ
ッシングなどを習慣づけましょう。

ワン
ワン ワン ワン

●マダニ●
嗅覚が発達しており、哺乳類から発せられる酪酸の匂

いに反応して、草の上などから生物の上に飛び降り吸血
行為を行う。その吸血行為によって、体は大きく膨れあ
がる。

◆お問い合わせ先
環境政策課　　　　　　　　　☎３３‐４４０４　峡東保健所　衛生課　　　　　☎２０‐２７５１
勝沼地域総合局　市民福祉課　☎４４‐１１１１　大和地域総合局　市民福祉課　☎４８‐２１１１　

平成22年度　動物愛護デー
■日　時　9月23日（木）午前１０時～　
■場　所　アイメッセ山梨

（甲府市大津町２１９２‐８）
■内　容　第３２回動物愛護図画コンクール表彰
式、長寿犬飼育者表彰式、動物のお医者さん体験
コーナー、ポニー乗馬コーナー、犬のしつけ方教
室、動物クイズ、動物相談コーナーなど
◆申し込み・お問い合わせ先

山梨県福祉保健部衛生薬務課
食品衛生・動物愛護担当
☎０５５‐２２３‐１４８９

平成22年度　犬のしつけ方教室
■日　時　10月2日（土）　

午後２時～午後３時３０分
■場　所　山梨市民会館　大会議室（笛吹の間）
■講　師　オールドッグセンター　藤井聡先生
■その他　犬の同伴はできません。

◆申し込み・お問い合わせ先
・環境政策課　　　　　☎３３‐４４０４
・峡東保健所　衛生課　☎２０‐２７５１
・山梨県動物愛護及び管理連絡協議会

峡東支部事務局（山梨市役所環境課内）
☎２２‐１１１１

11 広報こうしゅう



４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
子
ど
も
手
当

に
つ
き
ま
し
て
は
、
申
請
猶
予
期
間
と
し

て
９
月
30
日
ま
で
に
申
請
手
続
き
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
４
月
分
か
ら
の
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
す
。
期
限
を
過
ぎ
て
申
請
さ
れ

た
場
合
は
、
申
請
日
の
翌
月
分
か
ら
手
当

が
支
給
と
な
り
ま
す
の
で
、
受
給
要
件
に

該
当
し
、
未
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
お
早
め
に
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
手
当
受
給
者
で
、
平
成
22
年
３

月
31
日
ま
で
児
童
手
当
を
受
け
ら
れ
て
い

た
方
は
、
６
月
に
送
付
し
た
現
況
届
を
提

出
し
な
け
れ
ば
、
６
月
分
以
降
の
手
当

（
10
月
振
込
分
）
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
。
ま
だ
、
現
況
届
を
提
出
し
て
い

な
い
方
は
、
お
早
め
に
提
出
を
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

子
育
て
対
策
課

☎
32
‐
５
０
８
１

子
宮
頸
が
ん
は
「
予
防
可
能
な
」
が
ん

で
す
。

子
宮
頸
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ

ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
に
よ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル

ス
は
、
１
０
０
種
類
以
上
あ
り
ま
す
が
、

特
に
発
が
ん
性
の
高
い
２
種
類
の
ウ
イ
ル

ス
に
対
し
て
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
よ

り
が
ん
発
生
を
約
７
割
減
ら
す
効
果
が
あ

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
、
昨
年
12
月
か
ら
医
療
機
関

（
産
婦
人
科
・
内
科
・
小
児
科
等
）
で
ワ
ク

チ
ン
接
種
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
が
、
費
用
が
高
額
で
あ
る
た
め

接
種
が
進
ま
な
い
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

市
と
県
で
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
を

軽
減
し
希
望
す
る
対
象
者
が
ワ
ク
チ
ン
接

種
を
受
け
や
す
く
す
る
た
め
に
接
種
費
用

の
助
成
を
行
い
ま
す
。

本
ワ
ク
チ
ン
は
法
律
に
定
め
ら
れ
た
法

定
の
予
防
接
種
で
は
な
い
た
め
、
保
護
者

の
意
思
で
実
施
し
て
い
た
だ
く
任
意
の
予

防
接
種
と
な
り
ま
す
。

※
助
成
対
象
者
は
小
学
６
年
生
と
中
学
３

年
生
の
女
子
（
対
象
者
に
は
保
護
者
宛
に

個
別
通
知
済
）
と
な
り
ま
す
。

※
接
種
回
数
は
３
回
で
、
接
種
費
用
１
回

に
つ
き
１
５，

０
０
０
円
を
限
度
と
し
て

３
回
分
の
４
５，

０
０
０
円
ま
で
を
助
成

し
ま
す
。

■
子
宮
頸
が
ん
検
診
で
早
期
発
見
■

子
宮
頸
が
ん
を
予
防
す
る
に
は
、
ワ
ク

チ
ン
に
合
せ
て
定
期
的
に
検
診
を
受
け
る

こ
と
が
最
も
有
効
で
す
。
近
年
20
歳
か
ら

30
歳
代
の
若
い
女
性
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

20
歳
を
す
ぎ
た
ら
定
期
的
に
検
診
を
受
け

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
保
健
予
防
担
当

☎
32
‐
５
０
１
４

新
た
に
委
嘱
さ
れ
た
皆
さ
ん
を
紹
介
し

ま
す
。
※
任
期
２
年
・
敬
称
略
・
順
不
同

藤
井
　
　
充
（
峡
東
保
健
所
長
）

澤
田
　
芳
昭
（
医
師
会
長
）

三
澤
　
　
茂
（
歯
科
医
師
会
長)

田
中
　
英
範
（
薬
剤
師
会
長)

藤
森
　
吉
男
（
社
会
福
祉
協
議
会
長
）

小
林
　
　
一
（
保
健
環
境
委
員
会
長
）

田
邉
　
裕
人
（
区
長
会
長
）

松
橋
　
勝
美
（
商
工
会
長
）

吾
妻
　
由
美
子

（
食
生
活
改
善
推
進
員
会
長
）

金
井
　
孝
子

（
フ
ル
ー
ツ
山
梨
農
業
協
同
組
合
）

小
川
　
通
弘
（
青
年
会
議
所
理
事
長
）

古
屋
　
正
吾
（
教
育
長
）

相
澤
　
英
徳

（
民
生
児
童
委
員
連
絡
協
議
会
長
）

廣
瀬
　
　
等
（
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
）

益
田
　
洋
美
（
小
中
学
校
長
会
長
）

芦
澤
　
京
子
（
体
育
協
会
副
会
長
）

辻
　
　
武
彦
（
公
民
館
長
主
事
会
長
）

竹
内
　
富
子
（
保
育
所
連
合
会
副
会
長
）

古
屋
　
睦
子（

学
校
保
健
研
究
会
副
会
長
）

雨
宮
　
幸
子（

体
育
指
導
委
員
会
副
会
長
）

川
口
　
利
彦

（
日
下
部
交
通
安
全
協
会
副
会
長
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

健
康
増
進
課
　
成
人
保
健
担
当

☎
33
‐
７
８
１
３

子
ど
も
手
当
の
申
請
、
現
況
届
の

提
出
は
お
済
み
で
す
か

子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
接
種
費
用
助
成

乳幼児集団接種（ポリオ)
後期日程

平
成
22
年
度
甲
州
市
健
康
づ
く
り

推
進
協
議
会
委
員

■対　　象　生後３カ月～７歳６カ月未満
■受付時間　午後１時～午後１時３０分
■期日・会場

09月14日（火）塩山保健福祉センター

09月21日（火）塩山保健福祉センター

09月28日（火）勝沼ふれあい保健センター

10月05日（火）塩山保健福祉センター
※いずれかの日程で接種してください。
■持 ち 物 予診票、母子手帳
■接種する時の注意事項
・お子さんの体調が良いと
きに接種しましょう。
・「予防接種とこどもの健
康」の冊子を良く読んで理
解して受けましょう。
・発熱、下痢をしているな
ど体調が悪い場合は延期し
ましょう。

◆お問い合わせ先
健康増進課 保健予防担当
☎３２‐５０１４

12平成22年9月



今
年
も
乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者
の
イ
ベ

ン
ト
、「
甲
州
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
」
を
開
催

し
ま
す
。
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
で
は
、
当
日

の
運
営
の
お
手
伝
い
を
し
て
く
だ
さ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
！

■
日
　
時

11
月
５
日
（
金
）
午
前
９
時
～
午
後
２
時

■
会
　
場
　
塩
山
ふ
れ
あ
い
館

■
内
　
容

イ
ベ
ン
ト
ブ
ー
ス
の
補
助
、
会
場
案
内

な
ど

■
定
　
員
　
20
名

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

事
務
局

子
育
て
対
策
課

児
童
福
祉
担
当
　
　

☎
32
‐
５
０
８
１

眠
っ
て
い
る
お
も
ち
ゃ
は
あ
り
ま

せ
ん
か
？

こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
で
は
、「
絵
本
と
お
も

ち
ゃ
の
交
換
会
」
を
実
施
し
ま
す
。
ま
だ

ま
だ
使
え
る
け
れ
ど
、
眠
っ
て
い
る
お
も

ち
ゃ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
絵
本
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ

も
大
歓
迎
で
す
。
交
換
会
へ
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

な
お
、
回
収
期
間
は
10
月
中
旬
か
ら
の

予
定
で
す
。
回
収
方
法
・
場
所
等
は
、
10

月
の
広
報
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
そ
の
他

・
ぬ
い
ぐ
る
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

・
お
も
ち
ゃ
等
は
、
破
損
等
を
確
認
し
て
、

交
換
会
に
ふ
さ
わ
し
い
も
の
を
お
願
い
し

ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
実
行
委
員
会

事
務
局

子
育
て
対
策
課

児
童
福
祉
担
当
　
　

☎
32
‐
５
０
８
１

第
５
回
甲
州
こ
ど
も
フ
ェ
ス
タ
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
！

就学時健康診断
平成２３年度４月入学予定児童（平成16年４月２日生～平

成17年４月１日生）が対象となります。

■健康診断の期日、会場

塩山南小の入学予定児童

10月04日（月）午後１時１５分～１時３０分
塩山保健福祉センター・塩山南小（Ａ・Ｂグループ分け）

奥野田小・松里小・井尻小の入学予定児童

10月14日（木）午後１時１５分～１時３０分
甲州市民文化会館

勝沼小・祝小・東雲小・菱山小・大和小の
入学予定児童

10月15日（金）午後１時１５分～１時３０分
勝沼市民会館

塩山北小・大藤小・神金小・玉宮小の入学予定児童

10月19日（火）午後１時１５分～１時３０分
甲州市民文化会館

※９月中に保護者あてに通知をしますが、届かない場合等、

不明な点についてはご連絡ください。
※各地域によって実施日・会場が異なりますのでご確認をお
願いします。
◆お問い合わせ先

教育総務課　教育総務担当　☎３２‐１４１２

甲
州
市
男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会

気
づ
き
合
お
う

あ
な
た
と
私
の

未
来

あ
し
た

の
た
め
にＣ段丹映子・「週間長野」

掲載・無断転載禁止

男女
みんな

で共に参画しましょう
市内４事業所へ推進活動を行う

甲州市男女共同参画推進委員会（長田さ

と子委員長）では、６月の男女共同参画月

間に合わせて、甲州タクシー㈱、中央葡萄

酒㈱、㈱シャトー勝沼、㈱石川工務所の従

業員の皆さんに、パンフレットとお花を渡

し、男性も女性も互いの個性や能力を生か

し、豊かな甲州市をつくっていきましょう

と呼びかけました。

委員会では、今後もさまざまな活動をと

おして男女共同参画の大切さを呼びかけて

いきます。

（株）シャトー勝沼の今村英勇会長、今村英
子社長に、会社の様子を聞く男女共同参画推
進委員の皆さん。

13 広報こうしゅう



市
民
の
皆
様
に
、
日
常
生
活
の
中
で
パ
ソ

コ
ン
を
理
解
、
ま
た
は
活
用
い
た
だ
き
、
さ

ら
に
、
こ
れ
か
ら
働
こ
う
と
し
て
い
る
方
々

が
必
要
な
知
識
や
技
能
を
身
に
付
け
て
い
た

だ
く
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
を
開
催
し
ま

す
。
受
講
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
内
容
を
確

認
の
う
え
、
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
11
月
・
12
月
に
ワ
ー
ド
の
活
用
方

法
な
ど
を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

【
エ
ク
セ
ル
入
門
】

・
Ａ
コ
ー
ス

９
月
28
日
（
火
）
午
後
開
催
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

・
Ｂ
コ
ー
ス

９
月
28
日
（
火
）
夜
間
開
催
コ
ー
ス

午
後
６
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

●
内
容

基
本
操
作
、
計
算
式
の
入
力
、
印
刷
、

保
存
、
オ
ー
ト
サ
ム
ボ
タ
ン
の
活
用

【
エ
ク
セ
ル
初
級
】

・
Ｃ
コ
ー
ス

10
月
12
日
（
火
）
午
後
開
催
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

・
Ｄ
コ
ー
ス

10
月
12
日
（
火
）
夜
間
開
催
コ
ー
ス

午
後
６
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

●
内
容

列
幅
、
行
の
高
さ
変
更
、
オ
ー
ト
フ
ィ

ル
機
能
の
活
用
、
合
計
、
平
均
、
最
大
値
、

最
小
値

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
入
門
】

・
Ｅ
コ
ー
ス

10
月
19
日
（
火
）
午
後
開
催
コ
ー
ス

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分

・
Ｆ
コ
ー
ス

10
月
19
日
（
火
）
夜
間
開
催
コ
ー
ス

午
後
６
時
30
分
～
午
後
９
時
30
分

●
内
容

Ｈ
Ｐ
の
閲
覧
、
検
索
や
Ｕ
Ｒ
Ｌ
入
力
、

お
気
に
入
り
の
追
加
や
削
除
、
色
々
な
Ｈ

Ｐ
の
活
用
、
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

■
会
　
場

山
梨
県
立
産
業
技
術
短
期
大
学
校

■
定
　
員

各
コ
ー
ス
20
名
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

※
３
コ
ー
ス
の
受
講
も
可
能
で
す
。

■
受
講
料
　
無
料

※
た
だ
し
、
各
コ
ー
ス
テ
キ
ス
ト
代
と
し

て
５
０
０
円
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
者
　

市
民
ま
た
は
市
内
在
勤
の
方
で
、
ワ
ー

ド
で
文
章
を
作
成
で
き
る
成
人
の
方

■
申
込
期
間

９
月
６
日
（
月
）
～
17
日
（
金
）

※
期
日
前
の
申
し
込
み
は
、
受
け
付
け
ま

せ
ん
。

■
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
、
生
涯
学
習
課
窓
口
へ
直

接
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
の
間
に

お
願
い
し
ま
す
。

※
ハ
ガ
キ
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
等
の
申
し
込
み
は
受

け
付
け
ま
せ
ん
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
教
育
委
員
会
　
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
担
当

☎
32
‐
５
０
９
７

受
講
者
募
集

第
二
期
市
民
パ
ソ
コ
ン
教
室

９月６日（月）～１０月３日（日）

塩山文化協会の写真部による作品を展示い

たします。

※展示内容・期間につきましては、変更に

なる場合もあります。

塩山駅南口市民ギャラリー

二胡が奏でる
優しく神秘的な音色の夕べ

秋の月と涼やかな虫の音。『二胡』の調べが
神秘的な優美の世界に皆様方をお誘いします。

■日　時　9月8日（水）
午後７時～８時３０分

■会　場　旧高野家住宅（甘草屋敷）主屋
■奏　者　甲州二胡の会  

特別出演　二胡奏者　前田登先生
■曲　目　・見上げてごらん夜の星を

・星影のワルツ　　・荒城の月
・旅愁　・蘇州夜曲　他１３曲

■入場料　無料
■主　催　甲州二胡の会
■後　援　甲州市教育委員会
◆お問い合せ先　甘草屋敷　☎３３‐５９１０

参加者募集
ぶどうジャム作り！

おいしい「ぶどうジャム」
を一緒に作ってみませんか

生活研究グループでは、毎
年「ぶどうまつり」にあわせ
てジャム作りを行っていま
す。勝沼のぶどうを使ったお
いしいジャムです。
■日　時

9月24日（金）
午前９時～午後３時

■会　場
勝沼市民会館１階 調理室

■参加費　３００円（当日徴収）　
■持ち物　エプロン・三角巾
■定　員　２０人（定員になり次第締め切ります）
■締切日　９月１５日（水）まで
■その他

昼食（お弁当）と参加記念品（ぶどうジャム１瓶）
を用意しています。

◆申し込み・お問い合わせ先
甲州市生活研究グループ連絡協議会事務局

（産業振興課　果樹農林担当）
☎３２‐５０９２
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○
参
加
者
募
集
に
つ
い
て

甲
州
市
で
は
、
誰
で
も
気
軽
に
参
加
で

き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

の
ま
ち
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

市
民
は
も
ち
ろ
ん
県
内
外
よ
り
多
く
の

参
加
者
を
集
い
、
晩
秋
の
甲
州
市
を
楽
し

ん
で
い
た
だ
き
、
市
民
の
健
康
づ
く
り
を

目
的
と
し
た
「
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」
in
甲
州

を
次
の
内
容
に
よ
り
開
催
し
ま
す
。

友
人
や
家
族
と
一
緒
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
！

■
日
　
時
　
10
月
31
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

・
受
　
付
　
午
前
７
時
30
分
～

・
開
会
式
　
午
前
８
時
30
分
～

■
会
　
場
　
甲
州
市
塩
山
総
合
グ
ラ
ン
ド

■
種
　
目

○
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
（
４
コ
ー
ス
）

・
フ
ル
ー
ツ
ラ
イ
ン
眺
望
コ
ー
ス
（
15
㌔)

・
歴
史
ロ
マ
ン
コ
ー
ス
（
７
㌔
）

・
ふ
れ
あ
い
の
森
コ
ー
ス
（
６
㌔
）

・
親
子
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ス
（
３
・
６
㌔
）

○
軽
ス
ポ
ー
ツ
体
験
ラ
リ
ー
（
11
種
目
）

■
参
加
賞

地
元
の
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
、
Ｙ
Ｂ

Ｓ
オ
リ
ジ
ナ
ル
ボ
ー
ル
ペ
ン

■
そ
の
他

無
料
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
（
と
ん
汁
）

や
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
も
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
た
は
甲
州
市
体
育

協
会
（
塩
山
体
育
館
内
）
に
、
電
話
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
、
は
が
き
、
メ
ー
ル
に
て
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

※
小
学
生
以
下
は
、
保
護
者
同
伴
で
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

〒
４
０
４
‐
０
０
４
２

甲
州
市
塩
山
上
於
曽
１
０
８
５
‐
１

☎
32
‐
５
０
９
８
　
FAX
32
‐
５
１
７
２

メ
ー
ル
　sport@

city.koshu.lg
.jp

・
甲
州
市
体
育
協
会

〒
４
０
４
‐
０
０
５
３

甲
州
市
塩
山
小
屋
敷
１
８
５
４

☎
32
‐
１
１
１
６
　
FAX
32
‐
２
８
３
７

メ
ー
ル
　sports1@

kcnet.ne.jp
○
模
擬
店
募
集
に
つ
い
て

健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
甲
州
の
メ
ー
ン
会
場

で
参
加
者
と
の
交
流
を
目
的
に
出
店
を
募

集
し
ま
す
。

■
出
店
品
目
　
物
品
販
売
、
食
品
販
売

■
出
店
料
金
　
無
料

■
申
込
方
法

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
ま
で
、
電
話
に
て
直

接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
　
☎
32
‐
５
０
９
８

「
ひ
な
飾
り
と
桃
の
花
ま
つ
り
」
つ
る

し
飾
り
作
り
体
験
教
室
の
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
も
活
躍

甲
州
市
観
光
協
会
で
は
、
第
９
回
「
ひ

な
飾
り
と
桃
の
花
ま
つ
り
」
（
平
成
23
年
２

月
上
旬
～
４
月
上
旬
）
で
、
甘
草
屋
敷
を

彩
る
「
つ
る
し
飾
り
（
和
紙
）
」
の
製
作
に

あ
た
り
、
作
り
方
を
学
ぶ
と
同
時
に
お
手

伝
い
を
し
て
い
た
だ
け
る
女
性
の
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
ま
す
。

参
加
し
て
い
た
だ
い
た
方
は
、
来
春
の

イ
ベ
ン
ト
期
間
中
に
行
わ
れ
る
「
つ
る
し

飾
り
作
り
体
験
教
室
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し

て
も
活
躍
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

■
日
　
時

10
月
６
日
（
水
）
　
11
月
８
日
（
月
）

12
月
８
日
（
水
）

平
成
23
年
１
月
５
日
（
水
）

２
月
２
日
（
水
）
　
※
５
回
を
予
定

各
日
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

■
場
　
所

市
役
所
本
庁
舎

２
階

第
３
会
議
室
ほ
か

■
締
切
日
　
９
月
22
日
（
水
）

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

観
光
交
流
課
　
交
流
担
当

☎
32
‐
５
０
９
１

参
加
者
募
集

２
０
１
０
健
康
ウ
ォ
ー
ク
in
甲
州

参加者募集
第5回甲州市民親睦ゴルフ大会
市内のゴルフ愛好者の出会いと交流を広げ、また技術向

上を図るため、親睦ゴルフ大会を開催します。
■日　時　１０月５日（火）
■会　場　勝沼ゴルフコース
■競技方法

１８ホールストロークセルフプレー・新ペリア方法
■プレー費

８，０００円（プレー費、食事、ソフトドリンク付)
■参加費

３，０００円（参加賞及びパティー費等）当日徴収
■表　彰　・男子の部：優勝、準優勝、３位

・女子の部：優勝、準優勝、３位
※１０位まで入賞、飛び賞等があります。

■定　員　２０８名（５４組）
※先着順。定員になり次第締め切ります。

■締切日　９月２３日（木）
■その他
・組み合せ抽選後、スタート時間等をハガキにて参加者全
員に通知します。
・当日は、必ずスタート３０分前までに受付を済ませてく
ださい。

◆申し込み・お問い合わせ先
スポーツ振興課　☎３２‐５０９８

ひ
な
飾
り
と
桃
の
花
ま
つ
り

つ
る
し
飾
り
（
和
紙
）
製
作
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
大
募
集

ウォーキングで健康づくり
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甲
州
市
は
毎
年
、
計
量
法
に
基
づ
き
一

定
の
期
間
（
８
年
間
）
を
経
過
し
た
水
道

メ
ー
タ
ー
を
無
料
で
交
換
し
て
い
ま
す
。

該
当
す
る
ご
家
庭
に
は
、
甲
州
市
水
道

事
業
協
力
会
の
係
員
が
敷
地
内
に
立
ち
入

り
、
交
換
作
業
に
伺
い
ま
す
の
で
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
交
換
時
の
ご
協
力
に
つ
い
て
の
お
願
い

・
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
上
に
物
や
車
を

置
か
な
い
で
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
、
少
し
の
間
だ
け

水
を
止
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

・
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
、
犬
が
近
く
に
繋

い
で
あ
り
ま
す
と
交
換
作
業
の
支
障
と
な

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

・
メ
ー
タ
ー
交
換
の
際
、
お
留
守
で
も
屋

外
に
メ
ー
タ
ー
が
あ
る
場
合
、
交
換
さ
せ

て
い
た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了

承
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

・
水
道
の
メ
ー
タ
ー
交
換
に
よ
っ
て
代
金

を
い
た
だ
く
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ

ん
！
（
新
メ
ー
タ
ー
本
体
と
手
数
料
）

・
交
換
対
象
と
な
る
家
庭
に
は
、
事
前
に

「
水
道
メ
ー
タ
ー
の
交
換
に
つ
い
て
」
を
通

知
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
交
換
期
間

９
月
１
日
～
15
日

（
検
針
月
が
偶
数
月
の
区
域
）

10
月
１
日
か
ら
15
日

（
検
針
月
が
奇
数
月
の
区
域
）

■
甲
州
市
水
道
事
業
協
力
会

※
甲
州
市
委
託
業
者
22
社
（
順
不
同
）

㈲
橘
田
総
合
サ
ー
ビ
ス
、
㈲
秋
山
設
備
、

上
野
設
備
、
塩
山
ヒ
タ
チ
商
会
、
㈲
大
藤

建
設
、
第
一
設
備
㈱
、
ト
ミ
ザ
ワ
設
備
、

㈲
日
栄
工
業
、
㈲
田
中
設
備
工
業
所
、
㈲

早
川
建
材
設
備
、
平
間
工
業
所
、
広
瀬
水

道
建
設
㈲
、
㈲
堀
内
設
備
、
三
科
設
備
、

㈱
雨
宮
工
務
店
、
㈲
岩
間
商
興
、
㈲
エ
ー

ス
、
佐
久
間
設
備
、
内
藤
設
備
、
三
森
建

設
㈱
、
㈲
ラ
イ
フ
興
産
、
㈱
平
成
設
備

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

水
道
課

総
務
担
当

☎
32
‐
５
０
７
７

市
民
を
は
じ
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
親

し
ま
れ
、
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
る
、
山

梨
県
民
手
帳
の
購
入
予
約
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
。

■
価
　
格
　
５
０
０
円

※
別
売
り
で
、
住
所
録
を
80
円
で
販
売
し

ま
す
。

■
締
切
日
　
９
月
30
日
（
木
）
ま
で

■
配
　
布

11
月
初
旬
の
配
布
予
定

※
代
金
と
引
換
え
の
配
布
と
な
り
ま
す
。

◆
申
込
み
・
配
布
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

国
勢
調
査
は
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
す

べ
て
の
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

国
勢
調
査
は
、
人
口
と
世
帯
に
関
す
る
最

も
基
本
的
な
統
計
調
査
で
、
大
正
９
年
（
１

９
２
０
年
）
に
第
１
回
調
査
を
行
い
、
以
来

５
年
ご
と
に
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
の
国
勢
調
査
は
、
我
が
国
が
本
格

的
な
人
口
減
少
社
会
と
な
っ
て
実
施
す
る

最
初
の
調
査
で
、
日
本
の
未
来
を
考
え
る

た
め
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
最
新
の
人

口
・
世
帯
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要

な
調
査
で
す
。

調
査
に
つ
い
て
は
、
９
月
下
旬
か
ら
国

勢
調
査
員
が
皆
さ
ん
の
お
宅
へ
、
調
査
票

の
配
布
に
伺
い
ま
す
。

記
入
い
た
だ
い
た
調
査
票
は
、
封
筒
に

入
れ
て
封
を
し
て
国
勢
調
査
員
に
渡
し
て

い
た
だ
く
か
、
市
に
郵
送
で
提
出
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

な
お
、
国
勢
調
査
員
を
は
じ
め
と
す
る

調
査
関
係
者
に
は
、
守
秘
義
務
が
あ
り
、

調
査
内
容
の
秘
密
は
保
護
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先
　

市
民
生
活
課
　
市
民
生
活
担
当

☎
32
‐
５
０
６
８

水
道
メ
ー
タ
ー
交
換
の
お
知
ら
せ

購
入
予
約
受
付
中

２
０
１
１
年
度
版
山
梨
県
民
手
帳

米国アイオワ州エイムズ市民訪問団
ホストファミリー募集
甲州市国際交流委員会で

は、米国アイオワ州エイムズ
市訪問団のホストファミリー
となっていただける家庭を募
集します。エイムズ市の皆さ
んを直接家庭に迎え入れるこ
とを通じて、海外の人々との
交流を身近に体験していただけることと思います。皆様
の積極的なご応募とご協力をお願いします。

■期　間　10月27日（水）～11月2日（火）
■訪問団　エイムズ市民訪問団団員（大人）１８名
■内　容
・期間中の宿泊と食事をお願いします。
・日中は、甲州市国際交流委員会の交流プログラムに参
加します。
・３０日、３１日の予定は各家庭にお任せします。
■応募方法

受け入れに協力できる方は、９月３０日（木）までに、
事務局までご連絡ください。

◆応募・お問い合わせ先
甲州市国際交流委員会　事務局
市民生活課　市民協働推進室　市民参画・協働担当
☎３２‐５０６８

国
勢
調
査
は

み
ん
な
で
描
く

日

本
の
自
画
像

16平成22年9月



甲
府
盆
地
７
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
都
市
計
画
変
更
等
に
関
す
る
公

聴
会
を
開
催
す
る
た
め
、
次
の
内
容
に
よ

り
素
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
縦
覧
期
間

９
月
２
日
（
木
）
～
16
日
（
木)

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
15
分

※
土
曜
、
日
曜
日
は
除
く
。

■
場
　
所

・
山
梨
県
県
土
整
備
部
都
市
計
画
課

・
山
梨
県
峡
東
建
設
事
務
所

都
市
計
画
・
建
築
課

・
甲
州
市
役
所
都
市
整
備
課

■
聞
こ
う
と
す
る
案
件

①
甲
府
盆
地
７
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
の
都
市
計
画
変
更
に
つ
い
て

②
東
八
代
・
峡
東
都
市
計
画
区
域
の
変
更

に
つ
い
て

■
意
見
書
の
提
出

案
件
に
つ
い
て
、
公
聴
会
に
出
席
し
て

意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
意
見

の
公
述
を
希
望
す
る
方
は
、
縦
覧
期
間
内

に
意
見
の
要
旨
及
び
理
由
、
住
所
、
電
話

番
号
、
氏
名
を
記
載
し
た
書
面
を
ご
提
出

く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
限

９
月
16
日
（
木
）
午
後
５
時
15
分
ま
で

■
提
出
先

山
梨
県
峡
東
建
設
事
務
所

都
市
計
画
・
建
築
課

■
公
聴
会
の
開
催
日
時
・
場
所

10
月
７
日
（
木
）
午
後
２
時
～

山
梨
市
民
会
館
大
会
議
室

■
そ
の
他

意
見
書
が
提
出
さ
れ
な
い
場
合
は
、
公

聴
会
の
開
催
を
中
止
し
ま
す
。

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
公
聴
会
の

開
催
に
つ
い
て
、
９
月
17
日
以
降
に
山
梨

県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
く

か
、
県
都
市
計
画
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

山
梨
県
　
県
土
整
備
部
　
都
市
計
画
課

☎
０
５
５
‐
２
２
３
‐
１
７
１
６

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

http://w
w

w
.pref.ya

m
a
na

shi.jp/
下
水
道
の
排
水
設
備
工
事
を
施
工
す
る

指
定
工
事
店
に
は
「
下
水
道
排
水
設
備
工

事
責
任
技
術
者
」
の
資
格
を
有
す
る
も
の

の
専
属
が
必
要
で
す
。
こ
の
試
験
は
責
任

技
術
者
と
し
て
の
技
能
を
認
定
す
る
も
の

で
す
。

な
お
、
申
込
用
紙
は
都
市
整
備
課
窓
口
、

峡
東
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
用
意
し
て
あ
り
ま

す
。

■
受
付
期
間

10
月
１
日
（
金
）
～
22
日
（
金
）

■
講
習
会
・
場
所

11
月
17
日
（
水
）

県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

（
ぴ
ゅ
あ
総
合
）

■
試
験
・
場
所

11
月
28
日
（
日
）

県
立
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

財
団
法
人
山
梨
県
下
水
道
公
社

☎
０
５
５
‐
２
６
３
‐
２
７
３
８

企
業
的
な
農
業
経
営
を
目
指
す
方
を
対

象
に
、
農
業
簿
記
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
開
催
期
間
　
11
月
～
平
成
23
年
３
月

■
場
　
所

笛
吹
市
春
日
居
あ
ぐ
り
情
報
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
（
笛
吹
市
役
所
春
日
居
支
所
隣
）

■
内
容
・
定
員

・
パ
ソ
コ
ン
簿
記
入
門
コ
ー
ス

※
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
動
作
が
で
き
る
方

（
全
10
回
程
度
・
定
員
20
名
）

・
パ
ソ
コ
ン
簿
記
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

（
全
５
回
程
度
・
定
員
30
名
）

■
受
講
料

・
パ
ソ
コ
ン
簿
記
入
門
コ
ー
ス

２，

４
０
０
円

・
パ
ソ
コ
ン
簿
記
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
コ
ー
ス

７
０
０
円

■
申
込
締
切
　
10
月
１
日
（
金
）
ま
で

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

峡
東
農
務
事
務
所
　
峡
東
地
域
普
及
セ

ン
タ
ー
　
☎
20
‐
２
７
０
７

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

素
案
の
縦
覧
お
よ
び
公
述
意
見
の

提
出

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
認
定
試
験
の
お
知
ら
せ

★
下
水
道
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
す

■
日
　
時

９
月
11
日
（
土
）

午
前
10
時
～
午
後
２
時
　
※
雨
天
決
行

■
場
　
所

富
士
北
麓
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
富
士
吉
田
市
下
吉
田
４
１
６
６
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

富
士
北
麓
浄
化
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
５
５
‐
２
２
‐
２
２
５
９

峡
東
地
域
農
業
経
営
改
善
研
修
会

（
農
業
簿
記
）
受
講
者
募
集

６月２４日に市内のアマチュアバンド
で活躍中の「シルクロードバンド」（代
表　青山政幸さん他メンバー７名）がボ
ランティア活動の一環として鈴宮寮の慰
問に訪れてくれました。

入寮者の方々と一緒に演歌を歌った
り、アニメソングからベンチャーズナン
バーまで幅広いジャンルからの演奏に入
寮者の方々もリズムを取ったり拍手をし
たりと楽しい時間を過ごしました。
シルクロードバンドは平成１９年から

３度目の慰問になり入寮者の皆さんも楽
しみにしていることから「来年もお願い
します」と話していました。

まちかどフォト

シルクロードバンド・ボランテ
ィア活動として鈴宮寮で大演奏

17 広報こうしゅう



時
間
外
相
談
日
（
予
約
制
）

平
日
の
日
中
は
忙
し
く
て
市
役
所
ま
で

行
け
な
い
と
い
う
方
、
電
話
・
来
所
に
て

相
談
を
受
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
全
日
程
で
予
約
が
必
要
に
な
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

〔
時
間
外
相
談
日
〕

◎
水
曜
日
（
午
後
５
時
30
分
～
７
時
）

９
月
１
日
、
８
日
、
15
日
、
22
日
、
29
日

◎
土
曜
日
（
午
後
１
時
～
４
時
）

９
月
４
日
、
11
日
、
18
日
、
25
日

10
月
２
日

◆
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５
　
FAX
33
‐
２
３
０
７

障
害
を
持
つ
人
の
悩
み
は
同
じ
障
害
を

持
つ
人
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多

く
あ
り
ま
す
。
経
験
を
積
み
重
ね
た
障
害

者
自
身
が
、
同
じ
立
場
に
た
っ
て
悩
み
を

聞
き
相
談
に
の
り
ま
す
。
ひ
と
り
で
悩
ま

ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

■
視
覚
障
害

石
原
テ
ル
氏
　
　

☎
33
‐
２
４
８
９

■
聴
覚

石
山
　
寛
氏

FAX
32
‐
４
０
３
６

■
肢
体

小
川
美
金
氏
（
肢
体
）
☎
44
‐
１
７
９
３

羽
村
千
鶴
氏
（
肢
体
）
☎
32
‐
１
２
２
４

中
村
安
孝
氏
（
脳
原
性
）
☎
44
‐
２
２
４
０

■
知
的
障
害
児
保
護
者

田
中
美
津
江
氏

☎
32
‐
２
２
４
７

◆
場
所
・
申
込
み
・
お
問
合
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
32
‐
０
２
８
５
　
FAX
33
‐
２
３
０
７

心
の
問
題
で
悩
ん
で
い
る
方
や
そ
の
ご

家
族
の
相
談
に
専
門
医
が
応
じ
ま
す
。
ま

た
、
来
所
で
き
な
い
方
の
相
談
に
も
応
じ

ま
す
。

■
日
　
時

９
月
15
日
（
水
）
午
後
２
時
～
４
時

※
日
時
が
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法

９
月
10
日
（
金
）
ま
で
に
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

◆
場
所
・
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

福
祉
あ
ん
し
ん
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
２
２
０
３

☎
32
‐
０
２
８
５

※
こ
の
相
談
は
、
完
全
予
約
制
で
す
。

甲
州
市
で
は
介
護
者
の
心
身
の
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
に
よ
り
、
こ
れ
か
ら
の
介
護
の
一

助
と
な
る
よ
う
、
介
護
者
交
流
会
を
行
い

ま
す
。

■
日
　
時

10
月
19
日
（
火
）
午
前
９
時
～
午
後
４
時

■
集
合
場
所
・
時
間

・
塩
山
地
区
　

市
民
文
化
会
館
　
表
駐
車
場

午
前
９
時
（
集
合
・
出
発
）

※
文
化
会
館
に
車
で
お
越
し
の
方
は
、
建

物
南
側
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

・
勝
沼
・
大
和
地
区
　

勝
沼
庁
舎
　
前
庭

午
前
９
時
15
分
（
集
合
・
出
発
）

※
勝
沼
庁
舎
に
車
で
お
越
し
の
方
は
建
物

南
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
行
き
先
　
御
殿
場
（
静
岡
県
）

■
参
加
費
　
１，

０
０
０
円

（
昼
食
付
、
当
日
集
金
）

■
対
　
象

市
内
在
住
の
の
高
齢
者
を
介
護
さ
れ
て

い
る
方

■
定
　
員

40
名
（
先
着
順
。
定
員
に
な
り
次
第
締

め
切
り
ま
す
。）

■
締
切
日
　
10
月
８
日
（
金
）
ま
で

■
そ
の
他

集
合
場
所
ま
で
の
送
迎
を
希
望
さ
れ
る

方
は
、
申
し
込
み
の
時
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

◆
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

小
田
原
福
祉
会
　
萩
の
里

☎
33
‐
７
７
３
４

障
害
者
生
活
支
援
相
談

同
じ
障
害
を
持
つ
相
談
員

※
予
約
制

ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
相
談

ご
利
用
く
だ
さ
い
「
心
の
相
談
窓

口
」
専
門
医
に
よ
る
相
談

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

介
護
者
交
流
会

無料法律相談
■日　時　9月15日（水）午後１時～５時

■場　所　市役所本庁舎　２階　第２会議室

■対　象　市内在住者　

■定　員　８名（相談者１人につき３０分）

※この無料法律相談は完全予約制です。９月６日（休祭日を

除く）から予約を受け付けます。多くの方に相談の機会を設

けたいので、回数を制限させていただく場合があります。

◆申し込み・お問い合わせ先

市民生活課　市民生活担当  ☎３２‐５０６８

全国一斉高齢者・障害者
人権あんしん相談強化週間実施

■目　的　高齢者や障害者に対する虐待などの事案は依然と
して数多く発生していることから、様々な人権問題の解決を
図るため。

■期　間　9月6日（月）～12日（日）
午前８時３０分～午後７時
※土曜、日曜日：午前１０時～午後５時

■担当者　甲府地方法務局職員及び山梨県人権擁護委員連合
会の高齢者・障害者の人権問題に適切な対応をすることがで
きる人権擁護委員
◆お問い合わせ先　甲府地方法務局　人権擁護課

☎０５５‐２５２‐７２３９
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多
年
に
わ
た
り
社
会
に
つ
く
し
て
き
た

高
齢
者
を
敬
愛
す
る
目
的
に
、
９
月
15
日

を
「
老
人
の
日
」、
ま
た
９
月
15
日
か
ら
21

日
ま
で
の
１
週
間
を
「
老
人
週
間
」
と
し

て
、
長
寿
を
祝
う
敬
老
行
事
が
全
国
で
行

わ
れ
ま
す
。
甲
州
市
で
は
、
９
月
15
日
の

老
人
の
日
に
長
寿
の
方
（
77
歳
・
88
歳
・

新
１
０
０
歳
・
１
０
０
歳
以
上
）
を
慶
祝

訪
問
し
ま
す
。

な
お
、
８
月
15
日
現
在
で
、
市
内
在
住

の
１
０
０
歳
以
上
の
方
は
19
名
で
す
。

市
民
で
最
高
年
齢
は
１
０
７
歳

小
川
よ
し
ゑ
さ
ん
（
赤
尾
）

明
治
35
年
生
ま
れ
の
小
川
さ
ん
は
、
甲

州
市
で
は
最
も
長
寿
。
趣
味
の
書
道
や
娘

の
春
子
さ
ん
と
の
会
話
も
楽
し
み
「
好
き

な
こ
と
を
楽
し
く
や
る
こ
と
」
が
長
生
き

の
秘
訣
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

手
話
技
術
を
習
得
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
を
目
的
に
、

今
年
も
手
話
入
門
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
　
時

10
月
１
日
（
金
）
～
平
成
23
年
１
月
21

日
（
金
）
の
毎
週
金
曜
日
（
全
15
回
）

※
時
間
は
午
後
７
時
30
分
～
９
時
。
な
お

12
月
24
日
、
31
日
は
除
き
ま
す
。

■
会
　
場
　
勝
沼
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
対
　
象
　
手
話
に
関
心
が
あ
り
、
手
話

に
つ
い
て
学
習
し
て
み
た
い
方
。
手
話
に

つ
い
て
学
習
し
た
こ
と
の
あ
る
方
。（
16
歳

以
上
）

■
参
加
費
　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
１
２
０

０
円
は
自
己
負
担
）

■
締
切
日
　
９
月
17
日
（
金
）
ま
で

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
社
会
福
祉
協
議
会

☎
44
‐
２
６
１
２

■
日
　
時

９
月
15
日
（
水
）
※
老
人
の
日

午
前
９
時
30
分
～
午
後
２
時
30
分

■
内
　
容
　
交
通
安
全
教
室
・
ハ
ー
モ
ニ

カ
演
奏
・
銭
太
鼓
・
健
康
体
操
・
カ
ラ
オ

ケ
等

■
入
館
料
　
当
日
は
無
料
で
す
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
33
‐
９
３
７
５

４
月
よ
り
、
各
地
域
で
定
期
的
に
開
催

し
て
い
る
転
倒
・
骨
折
予
防
教
室
の
体
力

測
定
会
を
９
月
か
ら
11
月
の
期
間
で
に
開

催
し
ま
す
。

測
定
会
で
は
、
ご
自
身
の
筋
力
や
柔
軟

性
を
測
定
し
体
操
を
継
続
し
て
い
る
効
果

が
確
認
で
き
ま
す
。

こ
れ
か
ら
教
室
参
加
を
考
え
て
い
る
方

に
も
、
ご
自
身
の
筋
力
や
柔
軟
性
が
ど
う

変
わ
っ
て
い
く
か
、
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
行
っ
て
い
ま
す
の
で
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

■
開
催
時
間

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
～

■
内
　
容

身
長
、
体
重
、
握
力
な
ど
、
ど
な
た
で

も
で
き
る
測
定
で
す
。
ご
自
身
の
体
力
チ

ェ
ッ
ク
が
で
き
ま
す
。

■
対
　
象

市
内
65
歳
以
上
の
方

■
そ
の
他

・
運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ

い
。

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

甲
州
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
福
祉
介
護
課
内
）

☎
32
‐
５
６
０
０

転
倒
・
骨
折
予
防
教
室
体
力
測
定

会
の
開
催

9月 1日（水）大和保健センター

9月 8日（水）下小田原集会所

9月 9日（木）水野田区公会堂

9月10日（金）花園集会場

9月15日（水）古部集落センター

9月16日（木）丸林集落センター

10月 5日（火）熊野集会所

10月 6日（水）井尻公民館

10月 7日（木）神金公民館

10月20日（水）松里公民館

10月21日（木）中央区公民館

10月22日（金）日影いこいの家

10月26日（火）東公民館

10月28日（木）北公民館

11月 4日（木）西公民館

11月 5日（金）玉宮公民館

11月 9日（火）赤尾区第一集会所

11月10日（水）勝沼健康福祉センター

11月11日（木）塩山保健福祉センター

11月16日（火）大藤公民館

11月19日（金）勝沼市民会館

11月24日（水）等々力自治公民館

体力測定会 ■期日・開催場所■

９
月
15
日
は
「
老
人
の
日
」。

９
月
15
日
か
ら
21
日
ま
で
は

「
老
人
週
間
」
で
す
。

１
０
７
歳
の
小
川
よ
し
ゑ
さ
ん

写
真
前

受
講
者
募
集
・
手
話
入
門
講
座

甲
州
市
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
塩

寿
荘
「
老
人
の
日
の
集
い
」
を
開

催
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市
民
や
有
識
者
で
構
成
さ
れ
た
甲
州
市

行
政
改
革
推
進
委
員
会
は
、
平
成
18
年
度

か
ら
行
財
政
運
営
の
健
全
化
、
効
率
的
な

市
政
の
実
現
を
推
進
す
る
た
め
設
置
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
の
た
び
、
引
き
続
き
適
正
な
行
政
運

営
を
進
め
、
市
民
の
視
点
で
よ
り
よ
い
甲

州
市
の
実
現
に
向
け
て
の
ご
意
見
を
い
た

だ
く
た
め
、
公
募
を
含
む
10
人
の
皆
さ
ん

に
第
３
期
の
委
員
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

甲
州
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
で
は
、

行
政
改
革
の
取
り
組
み
等
に
つ
い
て
、
市

長
か
ら
の
諮
問
に
基
づ
き
、
調
査
・
審
議

を
行
い
、
市
長
に
対
し
答
申
書
を
提
出
す

る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

■
甲
州
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会
（
敬
称
略)

会
　
長
　
熊
谷
　
隆
一

（
山
梨
県
立
大
学
教
授
）

副
会
長
　
塩
野
　
洋
子
（
初
鹿
野)

雨
宮
　
孝
信
（
下
岩
崎)

井
上
　
　
絢
（
等
々
力)

佐
藤
　
光
正
（
日
　
影)

中
村
　
　
実
（
藤
　
木)

平
野
　
治
子
（
西
広
門
田)

藤
原
　
範
夫
（
上
岩
崎)

水
上
　
　
豊
（
上
於
曽)

矢
崎
　
秀
明
（
上
萩
原)

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

政
策
秘
書
課
　
政
策
調
整
担
当

☎
32
‐
５
０
６
４

水
と
緑
の
美
し
い
自
然
景
観
・
風
景
に

め
ぐ
ま
れ
、
果
樹
農
業
の
発
展
に
よ
り
つ

ち
か
わ
れ
て
き
た
、
こ
の
地
域
特
有
の
景

観
を
保
全
し
、
ま
た
推
奨
し
て
い
く
た
め

「
甲
州
市
景
観
計
画
」
を
策
定
し
ま
す
。

こ
の
「
景
観
計
画
」
を
策
定
す
る
に
あ

た
り
、
学
識
経
験
者
や
公
募
を
含
む
15
名

の
甲
州
市
景
観
計
画
策
定
審
議
会
委
員
を

委
嘱
し
ま
し
た
。

平
成
23
年
度
中
の
景
観
計
画
策
定
に
む

け
て
、
市
長
か
ら
の
諮
問
に
基
づ
き
、
調

査
・
審
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

■
甲
州
市
景
観
計
画
策
定
審
議
会
（
敬
称
略)

会
　
長

大
山
　
　
勲

（
山
梨
大
学
准
教
授
）

副
会
長

風
間
ふ
た
ば

（
山
梨
大
学
准
教
授
）

岡
村
　
美
好

（
山
梨
大
学
准
教
授
）

松
橋
　
勝
美
（
上
於
曽
）

窪
川
　
　
浩
（
上
塩
後
）

志
村
　
　
功
（
上
萩
原
）

廣
瀬
　
久
信
（
上
塩
後
）

有
賀
　
文
雄
（
日
　
影
）
　

三
澤
　
茂
計
（
等
々
力
）

足
立
　
眞
実
（
勝
　
沼
）

石
川
　
重
人
（
上
於
曽
）

日
原
　
佐
徳
（
藤
　
木
）

山
口
　
雅
典
（
甲
府
市
）

坂
本
　
千
鶴
（
赤
　
尾
）

雨
宮
　
眞
司
（
竹
　
森
）

◆
お
問
い
合
わ
せ
先

政
策
秘
書
課
　
政
策
調
整
担
当

☎
32
‐
５
０
６
４

第
３
期
甲
州
市
行
政
改
革
推
進
委

員
会
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た

甲州市公の施設の指定管理者
を募集します
甲州市では、次の各施設における平成２３年４月から

の指定管理者となる事業者を募集します。
募集要項や仕様書等は、市のホームページ並びに各施

設の管理担当課窓口で配付いたします。

■指定管理者募集施設

①道の駅甲斐大和・農産物加工体験施設

②日川渓谷緑の村（日川渓谷レジャーセンター）

③やまと天目山温泉活用施設（やまと天目山温泉）

④甲斐の国大和自然学校

※管理担当課　観光交流課

⑤甲州市環境センターし尿処理工場

※管理担当課　環境政策課

■募集要項等の配布

・配付場所　　市ホームページまたは各施設管理担当課

・配付開始日　9月6日（月）

・公募期間　　9月6日（月）～30日（木）
◆お問い合わせ先

政策秘書課　政策調整担当　☎３２‐５０６４
・各施設管理担当課

観光交流課　企画担当　　　☎３２‐５０９１
環境政策課　し尿処理施設管理担当

☎３２‐３２７７

甲
州
市
景
観
計
画
策
定
審
議
会
を

設
置
し
ま
し
た

ＣＡＴＶ食育番組
野菜・果物をつくって
おいしく食べるじゃん

■９月の放映内容■
大和地区・こども料理教室

神金小学校・ぱきぱきマン出動！
高齢者ぱきぱきマン体操

・勝沼CATV 9月20日（月）～26日（日）

・峡東CATV 9月25日（土）～29日（水）
※詳細はお住まいの地域のCATVに確認してくだ
さい。 　　◆甲州市食育推進会議事務局◆ 「よろしくお願いします」と田辺市長は

１５名の委員に委嘱状を手渡しました。
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温かな善意
ありがとうございました

◎社会福祉事業へ
・市内の匿名の方から、ご寄付をいただきました。

◎甲州市社会福祉協議会へ
・三科　尚美さん　(山)　・渡辺　守義さん　(山)

９月２１日～３０日
秋の全国交通安全運動
この運動の目的は、交通ルールの遵守と正しい

交通マナーの実践を習慣付け、県民自身による道

路交通環境の改善に向けた取り組みを推進し、交

通事故の防止を図ることです。

■運動の基本■
高齢者の交通防止

■運動の重点■
①夕暮れ時と夜間の歩行中・自転車乗用中の交通

事故防止　②全ての座席のシートベルトとチャイ

ルドシートの正しい着用の徹底　③飲酒運転の根

絶　④二輪車の交通事故防止

開館２５周年
秋の地場産業まつり

ジュエリー２０％引等、地場産品特別感謝セー
ル、実演販売、体験コーナー、ご当地グルメフェ
ア、豪華賞品が当たる抽選会などを行います。
■日　時　９月１０日（金）～１２日（日）

午前９時～午後７時
※１２日は午後４時までとなります。

■場所・お問い合わせ先
かいてらす（地場産業センター）
☎０５５‐２３７‐１６４１

９月11日は
警察相談の日です

警察相談専用電話
[＃９１１０]って
知っていますか？

警察には、警察と皆さんを結ぶ「ホットライ
ン」が２つあるのをご存じですか？ひとつは皆
さんがよくご存じの「１１０番」。もうひとつ
は警察相談専用電話「＃９１１０」です。
●暴力団についての相談や情報　
●覚せい剤など薬物の情報　
●家庭内暴力などの相談　
●行方不明者の相談や情報　
●免許証の更新・失効についての相談　
●警察に対する意見や要望
●その他、防犯・家事・民事に関する相談　など
※ダイヤル回線の電話及び一部のＩＰ電話につい
ては「＃９１１０」はご利用できません。警察署
相談窓口をご利用下さい。

９月３０日は
交通事故死ゼロを目指す日です！

不動産無料相談
■日　時　9月16日（木）午後１時～３時
■場　所　杜の交流館（峡東森林組合)

☎３３‐２９０１
◆申し込み・お問い合わせ先
（社）山梨県宅地建物取引業協会

☎０５５‐２４３‐４３００
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有料広告
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★お問合せ★

勝沼図書館　 ☎４４‐３７４６

塩山図書館　 ☎３２‐１５０５

大和図書館　 ☎４８‐２９２１

甘草屋敷子ども図書館
☎３３‐５９２６

図書館ＨＰ　http://www.lib-koshu.jp/

大和図書館
蔵書点検のお知らせ

１０月１日（金）から１０月６日（水）まで

蔵書点検作業のため休館させていただきます。

利用者の皆様には、大変ご迷惑をおかけいたし

ますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

塩山図書館
臨時休館のお知らせ

９月２２日（水）と２４日（金）は、塩山図
書館の入り口自動ドア化の工事のために、臨時
休館いたします。このため、９月２０日(月)か
ら９月２４日（金）まで、塩山図書館は休館と
なります。皆様には大変ご迷惑をおかけいたし
ますが、ご理解とご協力をお願いいたします。
※なお、甘草屋敷子ども図書館は９月２１日

（火）と２４日（金）が休館日で、９月２０日
（月）と２２日（水）２３日（木）は、閲覧のみ
となり貸し出しはできませんので、ご了承くだ
さい。

図書館友の会」からのお願い
およっちょい祭り出店用の図書の献本を、塩

山図書館にて受け付けています。ご家庭で不要
になった図書がありましたら、開館時間内に塩
山図書館までお持ちください。

勝沼図書館　図書館探検隊
読書クラブ「カムカムクラブ」の子ども達による、

図書館職員体験を行いました。いつもは借りる方だ

けど、今回は利用者の皆さんに貸出をする立場です。

緊張した面持ちで

したが、図書館員

としての使命を持

って一生懸命取り

組 ん で く れ ま し

た。

勝沼図書館
勝沼にあるカフェを巡ろう！

ぶどう・ワインを使った
おいしいデザートを探してみよう！

●期　間　１０月１日（金）～２８日（木）

平成２２年度の勝沼図書館「ぶどうとワイン

の資料展」では、勝沼の地を訪れてくれた方々

が"探しているものにスポットを当て、勝沼にあ

るカフェの取材を行いました。地域の特産品を

使ったおすすめの飲み物やデザートのメニュー

とあわせてご紹介します。ちょっとひと休み"で

きるベンチや施設、休憩スペースなども調査し、

マップでご案内します。

みなさんも私たちと一緒に勝沼の魅力を再発

見してみませんか…

勝沼図書館
ぶどうとワインの資料展・連動企画

平成２２年度ぶどうとワインの資料展・連動

企画として、ぶどう・ワインを使ったおすすめ

お菓子・デザート・飲み物のレシピを募集しま

す！詳しくは、市内図書館に設置してあるチラ

シをご覧いただくか勝沼図書館まで直接お問い

合わせください。

皆様のたくさんのご応募お待ちしております。

●お問合せ先　勝沼図書館　☎４４‐３７４６

勝沼図書館　職場体験
勝沼中学校（６名）の2年生による職場体験学習

がありました。初めは緊張しながらも、しっかりと

業務をこなしてくれました。体験で得た知識を生か

し、今後も図書館を活用してください。
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いつも幸せをありがとう！
これからも、その笑顔でみん
なを幸せにしてね♡

父・大介さん、母・亜樹子さん
（下塩後）

♡Happy♡Birthday♡９月２日で
４歳♡今年の１２月頃には、お
兄さんだね。美碧らしい兄にな
ってください。

父・英夫さん、母・須美さん
（上井尻）

「わが家のスター」では、元気なお子さんの写真を募集しています。ご両親のコメントを添えて広報担当までお申し込みください。

発
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し
て
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ま
す
。
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いつも元気で明るく笑ってく
れる優華が大好きです。これか
らもたくさん食べて大きくなっ
てね。
父・高治さん、母・好志美さん

（上井尻）

本や絵が大好きな２人。姉
弟なかよく、助け合って大き
くなってね！

父・堅一さん、母・さおりさん
（上於曽）

いつも元気な悠星。優しく
元気に育ってね。

父・正人さん、母・麻衣子さん
（下於曽）

体を動かすこと、本を読むことが大
好きな「陽花」。歌を唄ったり、父さ
んの肩車が大好きな「そよ花」。いっ
ぱい遊んでのびのび元気に育ってね！

父・亮二さん、母・恵子さん
（上井尻）

坂野
さかの

美優
みゆう

ちゃん(７歳)

春輝
はるき

くん(４歳)

福嶋
ふくしま

悠星
ゆら

くん

(９ヶ月)

神澤
かんざわ

美碧
よしあ

くん

(４歳)

浜本
はまもと

優華
ゆうか

ちゃん

(１歳)

八巻
やまき

莉音
りおん

ちゃん

(７ヶ月)

渡辺
わたなべ

陽花
はるか

ちゃん(８歳)

そよ花
か

ちゃん(４歳)


